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息を合わせてバケツリレー
　5 月 21 日（木）、鹿児島県総合防災訓練が長島町で初めて開催されまし
た。浦底地区では、自主防災組織による初期消火訓練が実施されました。

（関連記事＝Ｐ 2、3）



鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練

　

５
月
21
日
（
木
）、
鹿
児
島
県
総

合
防
災
訓
練
が
長
島
町
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
総
合
防
災
訓
練
は
、
災
害
応
急

対
策
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
防
災
体
制
の
確
立
を
図
り
、
県

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島

県
警
、
自
衛
隊
、
消
防
、
海
上
保
安

庁
、
医
療
関
係
機
関
、
消
防
団
や
訓

練
地
域
の
住
民
な
ど
75
機
関
・
団
体
、

約
３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
午
前
10
時
、
熊

本
県
天
草
・
芦
北
地
方
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震

が
発
生
し
、
鹿
児
島
県
西
部
に
「
津

波
警
報
」
が
発
表
、
さ
ら
に
午
前
11

時
に
は
薩
摩
地
方
に
「
大
雨
・
洪
水

警
報
」
が
発
表
さ
れ
る
と
い
う
想
定

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
３
分
の
津
波
警
報
の
発

表
後
、
訓
練
実
施
場
所
と
な
っ
た
浦

底
地
区
、
鷹
巣
地
区
、
獅
子
島
地
区

で
は
、
一
斉
に
高
台
へ
の
住
民
避
難

訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。
浦
底
地
区

で
は
、
消
火
訓
練
や
海
上
遭
難
者
救

助
訓
練
、
鷹
巣
地
区
の
役
場
駐
車
場

で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練
や

水
防
工
法
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
獅
子
島
で
は
離

島
孤
立
化
対
策
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
体
育
館
前
で
は
、

救
助
犬
に
よ
る
捜
索
訓
練
や
自
衛

隊
・
消
防
・
県
警
機
動
隊
に
よ
る
救

↑被災家屋からの被災者救助訓練をする自衛隊（鷹巣地区）

↑要配慮者の避難を支援する消防団（浦底地区）↑鷹巣運動場に着陸した県警察ヘリ「はやと」（鷹巣地区）

↑海上航路啓開訓練をする海洋環境整備船「海煌」（浦底地区）
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総合防災訓練のおもな流れ

熊本県天草・芦北地方を震源とするマグ
ニチュード 7.3 の大きな地震が発生。気
象庁は、「緊急地震速報（警報）」を発表
鹿児島県西部に「津波警報」（予想され
る津波の高さは 3m）を発表

【浦底・鷹巣・獅子島地区】避難広報訓練
【浦底地区】
消防団・自主防災組織による住民避難訓
練、在宅要配慮者の避難支援

【鷹巣地区】
住民、鷹巣小学校・中学校避難訓練

【獅子島地区】
住民、獅子島小・中学校避難訓練

【浦底地区】
航空自衛隊第 5 航空団所属航空機「Ｔ
－４」、海上自衛隊鹿屋基地所属救難ヘ
リ「UH-60J」による被害状況調査

住民による初期消火訓練、阿久根地区消
防組合、長島町消防団による大規模火災
消火訓練

海洋環境整備船「海煌」による航路啓開
訓練、県警察機動隊潜水班・海上保安庁
による海上遭難者救助訓練

【鷹巣地区】
役場水道課による水道復旧訓練、県保健
所・役場保健衛生課による保健衛生対策
訓練、長島町消防団による堤防決壊箇所
応急復旧訓練、炊き出し訓練、検視・身
元確認訓練、その他訓練展示

ＪＡＦによる道路啓開訓練、陸上自衛隊
第 8 施設大隊による応急橋りょう構築
訓練、県警察ヘリによる被災ビル残留者
の救助訓練

合同災害対策本部訓練（県・町・陸上自
衛隊・県警・九州地方整備局・DMAT・
東町漁協・海上保安庁・防災航空セン
ター・消防による合同会議）、獅子島孤
立対策訓練

県警・阿久根地区消防組合・薩摩川内市
消防局・陸上自衛隊による被害情報収集、
警察犬・救助犬による被災者捜索訓練

県警、消防、自衛隊救助部隊、県DMAT
による合同救助訓練

県DMAT、日赤、医師会などの医療機関
及び消防救急隊による合同救護訓練

訓練終了

閉会式

10 :00

10 : 03

10:03~

10:05~

10:08~

10:15~

10:00~

10:35~

11:35~

11:55~

12:08~

12:15~

12:25~

12:30~

助
訓
練
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
県

災
害
対
策
本
部
長
の
伊
藤
祐
一
郎
鹿

児
島
県
知
事
が
「
住
民
の
方
々
に
は

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
に
対

す
る
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
梅
雨
や

台
風
の
時
期
を
迎
え
る
が
、
本
日
の

訓
練
を
踏
ま
え
、
自
助
共
助
公
助
に

よ
る
災
害
に
強
い
地
域
社
会
を
目
指

し
、
各
種
防
災
対
策
の
充
実
強
化
に

尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

↑各関係機関から報告を受ける町長と伊藤知事（浦底地区）

↑車中に閉じ込められた被災者を救出する分遣所職員（鷹巣地区）

↑高台へ避難する町民（獅子島地区）
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i n f o r m a t i o n

～シリーズ第７回～林課が教える知って得するマメ知識農

「環境にやさしい農業」に取り組んでみませんか？
「環境保全型農業直接支払交付金」のお知らせ

　国では、環境問題に対する国民の関心が高まる中で、
農業生産のあり方を環境保全に重視したものに転換し
ていくとともに、農業分野においても地球温暖化防止
や生物多様性保全に積極的に貢献していくために、環

境保全に効果の高い営農活動に対して支援を行う「環
境保全型農業直接支払交付金事業」を実施しています。

【
注
】
５
割
低
減
の
取
り
組
み

①
５
割
低
減
の
取
り
組
み
と
は

　

当
該
作
物
に
お
い
て
、
化
学
肥
料

お
よ
び
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
県

の
定
め
る
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
と

し
て
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み

で
す
。

②
算
定
の
方
法

　

化
学
肥
料
は
追
肥
や
葉
面
散
布
等

も
含
め
た
窒
素
成
分
量
、
化
学
合
成

農
薬
は
除
草
剤
等
も
含
め
た
農
薬
の

成
分
使
用
回
数
に
よ
り
算
定
し
ま

す
。

１
．
対
象
者

　

複
数
の
農
業
者
、
ま
た
は
複
数
の

農
業
者
及
び
地
域
住
民
な
ど
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
任
意
組
織
（
農
業
者
団

体
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

３
．
対
象
活
動

　

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
を
県

の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５
割
以
上

低
減
す
る
取
り
組
み
【
注
】
と
合
わ

せ
て
行
う
以
下
の
取
り
組
み
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
カ
バ
ー
ク
ロッ
プ
（
緑
肥
）の
作
付
け

　

当
該
作
物
の
作
付
け
前
後
の
い
ず

れ
か
に
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ(

緑
肥)

を
作
付
け
す
る
取
り
組
み
で
す
。
適

正
な
播
種
量
で
あ
る
こ
と
や
刈
り
取

り
持
ち
出
し
を
せ
ず
全
量
土
壌
還
元

す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

②
堆
肥
の
施
用

　

当
該
作
物
の
作
付
け
前
後
の
い
ず

れ
か
に
堆
肥
を
施
用
す
る
取
り
組
み

で
す
。
牛
糞
主
体
の
堆
肥
を
使
用
す

る
こ
と
や
基
準
量
以
上
の
堆
肥
を
施

用
す
る
こ
と
な
ど
が
要
件
で
す
。

③
有
機
農
業

　

化
学
肥
料
及
び
化
学
合
成
農
薬
を

使
用
し
な
い
取
り
組
み
で
す
。

④
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

　

当
該
作
物
の
栽
培
期
間
中
に
畦
間

に
麦
類
や
牧
草
等
を
一
定
期
間
栽
培

し
、
そ
の
後
は
土
壌
還
元
を
行
う
取

り
組
み
で
す
。

⑤
草
生
栽
培

　

永
年
性
作
物
の
園
地
に
麦
類
や
牧

草
等
を
一
定
期
間
栽
培
し
、
そ
の
後

は
土
壌
還
元
を
行
う
取
り
組
み
で

す
。
な
お
草
生
栽
培
は
、
果
樹
及
び

茶
の
み
の
取
り
組
み
で
す
。

４
．
支
援
単
価

　

支
援
単
価
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
同
一
ほ
場
に
お
い
て
１
年

間
に
複
数
回
の
対
象
活
動
を
行
う

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

（
例
１
）
１
回
の
作
付
け
に
対
し
、

複
数
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
場

合
：
果
樹
園
に
お
け
る
堆
肥
＋
草

生
栽
培
な
ど
。

（
例
２
）
同
一
ほ
場
で
複
数
回
作

付
け
を
行
い
、
作
付
け
ご
と
に
取

り
組
み
を
実
施
す
る
場
合
：
さ
つ

ま
い
も
で
の
堆
肥
＋
じ
ゃ
が
い
も

で
の
堆
肥
な
ど
。

＜支援単価表＞
対象となる取り組みの内容 支援単価

カバークロップ（緑肥）の作付け 8,000 円 /10a

堆肥の施用 4,400 円 /10a

有機栽培
（うち、そば等雑穀・飼料作物）

8,000 円 /10a
（3,000 円 /10a）

リビングマルチ 8,000 円 /10a

草生栽培 8,000 円 /10a

２
．
支
援
対
象
農
家
の
要
件

　

交
付
金
の
支
援
対
象
と
な
る
に
は

次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

①
販
売
を
目
的
に
生
産
を
行
っ
て
い

　

る
こ
と
。

②
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て

　

い
る
こ
と
。

③
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を

　

実
施
し
て
い
る
こ
と
。

＜農業者団体の例＞

取組農家

非取組農家 農家以外

取組農家取組農家 取組農家

取組農家 取組農家

環境保全型を推進する任意のグ
ループ、農協の生産者部会等

多面的機能支払の活動組織、中
山間地等直接支払の集落等

◎問い合わせ先
役場農林課農政係　☎（88）５６７０［直通］

農
業
は
土
や
水
、
大
気
な
ど
環
境

を
利
用
し
生
産
活
動
を
行
う
産
業

で
す
。
こ
れ
か
ら
持
続
的
に
農
業

を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
農
家
一
人

一
人
が「
環
境
保
全
」を
心
が
け「
豊

か
な
長
島
」
を
末
永
く
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

化学肥料及び化学合成農薬の低減割合算定方法
　例）じゃがいも

化学肥料 化学合成農薬

慣行レベル 5 割低減 慣行レベル 5 割低減
成分使用回数窒素成分

10kg

20kg

6 回

12 回
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

森林の土地を取得したときは届出が必要です
～森林の土地の所有者届出制度～

なぜ届出制度ができたのですか？Ｑ 
　森林の所有者が分からないと、
①行政が森林所有者に対して助言などができない
②事業体が間伐などをする場合に所有者に働きかけて森林を集約化し効率を上げられない
ことから、森林の土地の所有者の把握を進めるため、平成 24 年 4 月から森林法に基づく森林の土地
の所有者となった旨の届出制度が創設されました。
なお、この届出により、森林の土地の所有権の帰属が確定されるものではありません。

Ａ 

どのような場合に届出が必要なのですか ?Ｑ 

※１都道府県が策定する地域森林計画の対象となっている森林です。登記上の地目によらず、 取得し
　　た土地が森林の状態となっている場合には、届出の対象となる可能性が高いのでご注意ください。
※ 2 国土利用計画法に基づき、次の面積以上の土地の売買契約をしたときは事後届出が必要です。
　　 市街化区域：2,000 ㎡　　その他の都市計画区域：5,000 ㎡　都市計画区域外：10,000 ㎡

　個人か法人かによらず、売買契約のほか、相続、贈与、法人の合併などにより、森林※1
　 の土地を新

たに取得した場合に、事後の届出として森林の土地の所有者届出が必要です。面積の基準はありませ
んので、面積が小さくても届出の対象となります。
　ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出※2

　 を提出した場合には、森林の土地の所有者
届出は不要です。

Ａ 

どのように届出を行うのですか ?Ｑ 
　所有者となった日から90日以内に、取得した土地がある市町村の長に届出を行います。相続の場合、
財産分割がされていない場合でも、相続開始の日から 90 日以内に、法定相続人の共有物として届出
をする必要があります。

Ａ 

どのような届出書を提出するのですか ?Ｑ 
　届出書の様式に記入のうえ、次の書類を添付して提出して下さい。（届出書の様式は役場にあります。）
① 森林の土地の位置を示す図面 ( 任意の図面に大まかな位置を記入 )
② 森林の土地の登記事項証明書 ( 写しでもよい )、または、土地売買契約書、相続分割協議の目録、
　 土地の権利書の写しなど権利を取得したことが分かる書類

Ａ 

届出を出さないとどうなるのですか ? Ｑ 
　届出をしない、又は虚偽の届出をしたときは、10 万円以下の過料が科されることがあります。Ａ 

　森林所有者となったかたは、立木の伐採を行う場合は市町村長に伐採
及び伐採後の造林の事前届出、１ha 超の林地開発を行う場合は知事の許
可が必要です。(保安林では、立木の伐採等及び土地の形質の変更について、
知事の許可等が必要です )。

！ ◎問い合わせ先
役場農林課林務係
☎（８８）５６７０［直通］

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

　

町
で
は
平
成
27
年
度
に
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　

現
在
の
農
地
の
利
用
状
況
等
を
踏

ま
え
て
、
今
後
農
業
用
に
積
極
的
に

活
用
す
る
区
域
（
農
用
地
区
域
）
と
、

そ
れ
以
外
の
区
域
に
区
分
す
る
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
農
用
地
区
域
内
の

農
地
に
家
を
建
て
る
な
ど
の
「
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
」受
付
が
、

平
成
27
年
７
月
21
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
末
ま
で
の
間
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
用
地
区
域
外
に
お
け
る

農
地
の
転
用
申
請
等
に
つ
い
て
は
、

通
常
ど
お
り
農
業
委
員
会
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］
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子育て世帯臨時特例給付金の申請を忘れずに
○子育て世帯臨時特例給付金とは
　子育て世帯臨時特例給付金は、消費税率の引上げの影響な
どを踏まえ、子育て世帯に対して、臨時特例的な給付措置と
して実施されるものです。
○支給対象者　
　平成 27 年 6 月分の児童手当を受給されるかた
　※特例給付（児童を養育している方の所得が児童手当の
　所得制限限度額以上の場合に、児童１人あたり月額 5,000
　円を支給しているもの）を受給されるかたは、対象となり
　ません。
　※公務員のかたは勤務先から案内がありますので、住民
　基本台帳を登録している市町村へ申請してください。
○受付期間
　６月 10 日（水）～ 12 月 10 日（木）
○提出先
　役場町民福祉課、総合管理課（指江庁舎）
○手続きに必要なもの
　・申請書（児童手当の現況届と併せて郵送します）
　・申請者のかたの本人確認書類（運転免許証、旅券等）
　・印鑑
　・通帳の写し（児童手当振込口座以外へ振込を希望する場合）
◎問い合わせ先
　役場町民福祉課児童福祉係　☎（86）1157［直通］

長島町耐震改修促進計画を策定しました
　町では、 安心・安全なまちづくりを推進す
るため、新耐震基準施行前（昭和 56 年５月以
前）に建築された既存建築物の地震に対する安
全性向上を計画的に促進していくこと、住宅・
建築物の耐震化促進により、地震による死傷者
数・経済被害を最小限に抑えることを目的とし
て、「長島町耐震改修促進計画」を策定しました。
また耐震改修工事には税制優遇、融資制度の特
例措置があります。

○計画期間
　平成 27 年度から平成 32 年度までの６年間
○対象
　①住宅
　　戸建て住宅、長屋、共同住宅を含む全て
　　の住宅
　②特定既存耐震不適格建築物
　　a. 多数の者が利用する建築物
　　b. 危険物の貯蔵場または処理場の用途に
　　　供する建築物
　　c. 地震発生時に通行を確保すべき道路沿
　　　道の建築物
　③町有建築物
　　住宅及び多数の者が利用する建築物、防
　　災拠点施設（庁舎、消防施設、小・中学
　　校、公民館など）の建築物
　詳しくはホームページをご覧ください。
◎問い合わせ先
　役場景観推進課建設係
　☎（86）1136［直通］
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生ごみ処理機「キエーロ」のモニターを募集します

○対象者
　①町内に住所を有し、居住している人
　②キエーロを適正に維持管理できる人
　③キエーロを鷹巣庁舎、指江庁舎まで受け取
　　りに来ることができる人
　④キエーロでの生ごみ処理に取り組んでいた
　　だいた方で、簡単なアンケート等に回答
　　できる人

○モニター期間　６カ月

○募集期間・募集世帯
　平成 27 年６月 12 日～平成 27 年６月 30 日
　先着 80 世帯

○申し込み方法
　役場保健衛生課、総合管理課においてある申
請書により申し込んでください。

↑「キエーロ」ベランダ型

↑「キエーロ」直置き型

第７回北薩リサイクル祭りを開催します

　町では、 ごみの減量化推進の一環として家
庭 か ら 排 出 さ れ る 生 ご み の 減 量 化 を 図 る た
め、 生ごみの処理機等の購入に対する補助金
の交付、 ダンボールコンポストの無料配布を
行っていますが、更なるごみの減量化に取り組
むため、土に埋めるだけで手軽に生ごみの処理
ができ、環境にもやさしい「キエーロ」での生
ごみ処理に取り組んでいただく方を募集しま
す。

○配布物品及び配布場所
　キエーロ及び説明書を保健衛生課及び総合
管理課で後日配布します。

◎問い合わせ先　保健衛生課環境衛生係
　　　　　　☎（86）1146［直通］

　リサイクルセンターエコリア北薩では、リサイ
クルや施設の仕組みなどを展示し、実際の運転状
況が見学できる見学者コーナーを常設しています。
　８月２日には、粗大ごみから修理再生された自
転車や家具などが当たる抽選会を行います。その
ほか、リサイクルセンターに搬入された書籍・衣
類などを、数量限定で無料頒布します。
　また、普段見ることのできない施設の内部をお
見せするバックヤードツアーも開催いたします。
　参加料は無料です。是非、ご来場ください。

↑平成 26 年度抽選会の様子
○展示期間
　平成 27 年７月13日（月）～平成 27 年 7 月31日（金）
　（土、日を除く午前８時 30 分～午後４時 30 分）

○抽選会日時
　平成 27 年８月２日（日）
　　午前　９時 00 分　～　無料頒布開始
　　午前　９時 20 分　～　バックヤードツアー
　　午前１０時 00 分　～　抽選会

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合 リサイクルセンターエコリア北薩
　☎（84）4111　　ＦＡＸ（84）3822　
　http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/
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５
月

１
日

２
日

６
日

７
日

８
日

11
日

12
日
～
13
日

14
日

15
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

25
日

26
日

27
日

28
日
～
29
日

29
日

31
日

平
成
27
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式（
水
俣
市
）

第
４
回
じ
ゃ
が
い
も
祭
り（
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
じ
ゃ
が
い
も
作
戦
」

（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

第
５
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
会
式

(

町
文
化
ホ
ー
ル)

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
・
評
議
員
会

（
鹿
児
島
市
）

県
保
証
協
会
決
算
監
査　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会（
鹿
児
島
市
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
決
算
監
査　
（
東
京
都
）

町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
・
衛
生
自
治
連

絡
協
議
会
総
会　
　
　
　

(

町
文
化
ホ
ー
ル)

県
森
林
整
備
公
社
監
査　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
企
業
誘
致
推
進
協
議
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

大
型
宿
泊
施
設
検
討
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
地
域
行
政
懇
話
会　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
観
光
協
会
総
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
・
県
下一斉
防
災
点
検

（
町
内
）

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
期
総
会（
鹿
児
島
市
）

県
園
芸
振
興
協
議
会
総
代
会　
（
鹿
児
島
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
鹿
児
島
市
）

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会　
（
鹿
児
島
市
）

町
長
査
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会
監
査（
役
場
）

総
合
教
育
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

暮
し
の
便
利
帳
共
同
発
行
に
係
る
協
定
調
印
式

（
役
場
）

町
村
長
Ｏ
Ｂ
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

九
州
国
道
協
会
通
常
総
会　
　
　
（
長
崎
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

北
薩
地
区
商
工
会
女
性
部
合
同
研
修
会

（
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）

野
良
猫
で
お
困
り
の
方
へ

　
「
野
良
猫
や
近
所
の
飼
い
猫
が
、
フ
ン
を
し
た
り
、
住
居
へ
侵
入
し
て
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

猫
は
、
犬
と
違
い
、
首
輪
を
付
け
て
飼
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

野
良
猫
と
飼
い
猫
と
の
見
分
け
を
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。

　

処
分
目
的
で
勝
手
に
野
良
猫
と
判
断
し
て
捕
獲
す
る
こ
と
は
、「
動
物
虐
待
」
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
保
健
所
、
役
場
で
は
、
猫
の
捕
獲
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

〇
な
ぜ
、
住
み
着
く
の
で
し
ょ
う

「
猫
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
」
だ
か
ら

で
す
。

① 

誰
か
が
餌
を
与
え
て
い
る
。

・
餌
を
与
え
て
い
る
方
も
、
飼
い
主
と
同
様

　

に
猫
の
管
理
者
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

② 

飼
い
猫
の
餌
を
あ
さ
っ
て
い
る

③
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
食
べ
残
し
が
放
置
さ

れ
て
い
る
。

〇
猫
が
寄
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る

に
は

★
猫
は
強
い
臭
い
が
嫌
い
で
す
。

　

洗
剤
、
芳
香
剤
、
香
水
な
ど
、
き
つ
い
に

お
い
が
嫌
い
で
す
。
猫
が
嫌
い
な
ハ
ー
ブ
も

あ
り
ま
す
。

（
例
）家
庭
で
使
用
し
て
い
る
洗
濯
洗
剤
（
粉
剤
）

　
　

を
家
の
敷
地
（
猫
の
通
り
道
）
に
ま
く

　

※
洗
剤
は
、
に
お
い
と
水
分
を
含
ん
だ
際

　
　

の
べ
た
つ
き
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
猫
が

　
　

飛
び
越
え
ら
れ
な
い
幅
に
地
面
に
直
接

　
　

ま
い
て
、
雨
な
ど
で
減
っ
て
き
た
ら
、

　
　

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）食
べ
物
に
洗
剤
や
除
草
剤
な
ど
を
ま
ぜ

　
　

て
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
虐
待

　
　

に
な
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
し
な
い
よ

　
　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
す
る

　

猫
は
段
ボ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。
倉
庫
や

庭
に
段
ボ
ー
ル
が
あ
る
と
、
居
着
い
て
し

ま
っ
た
り
、
そ
こ
で
お
産
を
し
て
し
ま
う
こ

〇
猫
を
増
や
さ
な
い
で

　

保
健
所
に
は
行
き
場
の
な
い
猫
た
ち
が
た

く
さ
ん
収
容
さ
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
保
健
所
に

来
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
？

　

迷
い
猫
や
野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
た

ら
、
出
産
し
、
そ
れ
を
放
置
し
て
い
た
ら
１

年
で
20
匹
以
上
に
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う

ご
相
談
を
受
け
る
事
が
あ
り
ま
す
。
猫
に
餌

を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
猫
の
保
護
者
と
し

て
必
ず
不
妊
去
勢
手
術
を
行
い
、
ご
近
所
に

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ト
イ
レ
を
作
っ
て

フ
ン
や
お
し
っ
こ
の
面
倒
も
見
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
餌
を
放
置
せ
ず
、
食
べ
終
わ
っ

た
ら
片
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
猫
を
迷
惑
に
思
っ
て
い
る
方
へ

　

猫
も
心
な
い
人
間
の
被
害
者
で
す
。
飼
わ

れ
て
い
た
も
の
が
捨
て
ら
れ
て
野
良
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

外
猫
は
、
寒
さ
、
病
気
、
交
通
事
故
の
た

め
寿
命
は
３
～
５
年
ほ
ど
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
繁
殖
さ
え
し
な
け
れ
ば
長
い
間
迷
惑
を

か
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
憎
む
ば
か

り
で
な
く
、
温
か
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

と
が
あ
り
ま
す
。
片
付
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
猫
は
足
場
が
悪
い
所
は
き
ら
い

　

猫
は
で
こ
ぼ
こ
し
た
足
場
が
き
ら
い
で

す
。
苗
用
の
ポ
ッ
ト
ケ
ー
ス
を
通
り
道
に
お

く
な
ど
で
、
侵
入
を
ふ
せ
げ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
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父
の
忌
や
ほ
っ
こ
り
炊
け
し
豆
の
飯
　
　
　
淵
脇
　
　
護

鳥
の
子
を
掌て

に
少
年
の
麦
の
秋
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

筍た
け
の
こ

を
ぐ
ら
ぐ
ら
茹
で
て
つ
つ
が
な
し
　
　
　
迫
口
　
君
代

風
薫
る
島
を
彩
る
花
フ
ェ
ス
タ
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

砲
台
の
眠
る
岬
や
花
冷
す
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

ゆ
っ
た
り
と
歳
重
ね
行
く
麦
の
秋
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

東
大
の
赤
門
通
り
花
吹
雪
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

麦
秋
に
錆
び
つ
い
た
鎌
三
つ
四
つ
　
　
　
　
大
堂
　
光
幸

故
郷
の
香
り
懐
か
し
豆
ご
飯
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

飛あ

ご魚
だ
し
の
椀
に
紅
白
祝
御
膳
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

春
暁
の
浅
き
眠
り
の
心
地
良
し
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

［
短
歌
］

何
事
も
事
な
き
用
に
成
す
な
れ
ば
長
生
き
事
よ
人
生
な
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

花
び
ら
に
現
抜
か
せ
し
人
び
と
の
つ
れ
な
く
過
ぎ
る
葉
桜

の
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

谷
川
の
雪
解
け
を
追
ふ
水
鳥
は
早
春
み
つ
け
光
広
げ
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ア
ル
バ
ム
は
坊
主
頭
に
裸
足
な
り
中
学
わ
れ
ら
古
希
を
迎

え
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

［
俳
句
］

老
木
と
云
え
ど
夏
芽
の
イ
ヌ
マ
キ
よ　
　
　

宗
方　

清
明

　簡素に快適に上手に身体にや
さしく過ごす。日本とドイツか
ら学んだ、気持ちよく生きるコ
ツを紹介します。

た
か
ぎ　

な
お
こ　

著

　「おいしいものが食べたい～！」
という人におすすめ。
　いろんなおいしいものが登場
します。

は
ら
ぺ
こ
万
歳
！

　
　
　
　
　
　
　

沖　
　

幸
子　
　

著

50
か
ら
は
、
毎
日
が
〝
一
期
一
会
〟

は
に
か
み
て
居
た
る
曾
孫
は
わ
れ
に
馴
れ
タ
ッ
チ
し
て
行

く
不
意
の
温
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

集
落
の
道
路
を
ビ
ー
バ
ー
に
て
払
ふ
人
そ
の
後
を
掃
く
吾

も
三
千
歩
余
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

海
よ
り
の
風
に
戯
る
る
ご
と
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
が
杖
つ
く

吾
に
ま
と
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

わ
が
目
に
は
定
か
に
見
へ
ぬ
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
の
紅

く
れ
な
い

映
ゑ
て
池
面

に
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

友
の
家
探
し
あ
つ
れ
ば
番
犬
が
し
き
り
に
吠
ゆ
る
鎖
ひ
き

ず
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

道
の
駅
に
品
定
め
居
り
し
弟
は
安
納
芋
を
ど
さ
り
と
置
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

巣
立
ち
た
る
子
燕
な
ら
む
電
線
に
し
ば
し
休
み
て
揺
ら
し

飛
び
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

フ
ェ
リ
ー
に
て
車
往
き
来
る
わ
が
島
も
人
影
減
り
て
廃
屋

め
だ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

わ
が
庭
の
芍
薬
に
魅
入
り
立
つ
人
に
ひ
と
枝
分
か
ち
心
触

れ
合
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

わ
が
島
の
ま
ほ
ろ
ば
に
立
つ
霊
山
を
亡
父
も
わ
れ
も
頼
り

生
き
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子
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た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
る
さ
と
と
の
絆
づ
く
り

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
基
づ
い
て
寄
附
金
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
26
年
度
は

本
町
出
身
者
や
全
国
の
か
た
が

た
か
ら
延
べ
２
４
２
６
人
か
ら

１
６
０
３
万
５
０
１
５
円
の
寄
附
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
「
夢
追
い
獅
子
島
架

橋
基
金
」
な
ど
に
積
み
立
て
ら
れ
た

ほ
か
、
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
づ
く
り
な
ど
の
景
観
作
り
に

係
る
事
業
や
、「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　

長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、

長
島
町
に
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
応

援
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成 26 年度寄附金の活用方法
　①夢追い獅子島架橋基金
　②ぐるっと一周フラワーロード
　　づくりなどの景観作りに係る事業
　③夢追い長島花フェスタ
　④じゃがいも祭り
　⑤福祉に係る事業
　⑥医療に係る事業
　⑦教育に係る事業

2,761,000 円

5,540,000 円
3,034,015 円

600,000 円
1,500,000 円
1,500,000 円
1,100,000 円

ふるさと納税の返礼品を追加しました
　平成 27 年３月から１口 5,000 円以上の寄附者には「デコポン

（5kg）」と「赤土じゃがいも（10kg）」の選択制にさせていただいて
います。今回更に、返礼品を充実させました。また返礼品に 10,000
円以上の寄附でもらえるコースを新たに追加しました。現在、本町に
おける返礼品の内容は次のとおりです。

◎問い合わせ・申込み先
　役場企画財政課財政係　☎ 86-1134〔直通〕

平成 26 年度寄附金の収入額
　①県協議会（かごしま応援寄附金）からの交付金

82,015 円
　②夢追いふるさと長島景観寄附条例に基づく寄附金

15,953,000 円
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ふるさと納税　たくさんのご寄附ありがとうございました

長島町特産のデコポン

容量：5kg
申込：平成 27 年 12 月末日（3,000
セットなりしだい締切となります）
配送：平成 28 年 1 月～ 3 月

◆ 5,000 円以上の寄附でもらえる返礼品（6 種類）

長島町特産の紅甘夏

容量：10kg（25 ～ 30 個程度）
申込：平成 28 年 3 月末日
配送：平成 28 年 3 月～ 4 月

長島町特産の赤土じゃがいも

容量：10kg
申込：12 月末日（発送対象者は年
内に入金が確認できた方となります）
配送：平成 28 年 1 月～ 2 月

本格焼酎 さつま島美人
・島娘セット（900ml）

容量：さつま島美人 900ml
　　　さつま島娘 900ml
申込：通年　配送：通年

鰤王三昧加工品セット

容量：鰤王カツ (240g) 冷凍品、鰤
王メンチ (240g) 冷凍品、鰤王漬け
(320g) 冷凍品　申込：通年
配送：通年（冷凍発送となります）

鰤王・あおさのり加工品セット

容量：鰤王あら煮 (400g)、鰤王ふ
りかけ - 照り焼き風味 -(80g)、あお
さのり (30g)　
申込：通年　配送：通年

長島町特産の鰤王のフィレ
（真空パック）

容量：鰤王フィレ（約 1.5kg)
申込：平成 27 年 12 月末日
配送：平成 27 年 12 月から平成 28
年 1 月（冷蔵発送となります）

◆ 10,000 円以上の寄附でもらえる返礼品（3 種類）

本格焼酎 さつま島美人
・島娘セット（1,800ml）

容量：さつま島美人 1,800ml
　　　さつま島娘 1,800ml
申込：通年　配送：通年

海産物加工品よくばりセット

容量：鰤王カツ(240g)冷凍品、鰤王メンチ
(240g)冷凍品、鰤王漬け(320g)冷凍品、愛
胡カツ(240g)冷凍品、鰤王あら煮(400g)、あ
おさのり(30g)　申込：通年　配送：通年( 冷
凍発送となります）
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手
話
基
礎
講
習
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

昨
年
ま
た
は
過
去
に
手
話
教
室

を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
を

対
象
に
、
手
話
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
手
話
に
興
味
の
あ
る

か
た
、
初
め
て
で
あ
る
が
学
ん
で

み
た
い
か
た
も
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
期
間
及
び
時
間

　

 

平
成
27
年
７
月
８
日
～
平
成

28
年
１
月
20
日
の
計
25
回

　

時
間　

19
時
～
21
時

○
会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

三
階
青
少
年
研
修
室

○
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
、
損
害
保
険
料

３
０
０
円
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
）

○
申
込
方
法
・
申
込
締
切

　

平
成
27
年
6
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。　

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

平
成
27
年
度 

防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
の
防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

○
講
習
日
時

　

7
月
23
日
（
木
）・
24
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
講
習
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員　

30
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

６
月
15
日（
月
）～
７
月
３
日（
金
）

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
当
日
消
印
有
効

○
受
講
料

　

４
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
警
防
課
予
防
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
72
）
０
１
１
９

東
分
遣
所　
　

☎
（
86
）
０
１
１
９

長
島
分
遣
所　

☎
（
88
）
５
３
３
３

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効

講
習
の
お
知
ら
せ

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
の
有
効
期

限
が
１
年
2
カ
月
以
内
に
切
れ
る

方
お
よ
び
失
効
し
て
い
る
か
た
を

対
象
に
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

６
月
28
日
（
日
）
午
後
2
時
～

〇
講
習
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

三
階
会
議
室

○
当
日
持
参

　

①
操
縦
免
許
証
②
認
印
③
料
金

　

※
住
民
票
（
本
籍
記
載
の
も

の
）
は
、
操
縦
免
許
証
に
住
所
の

記
載
が
無
い
場
合
、
記
載
事
項
に

変
更
が
あ
る
場
合
に
必
要
で
す
。

写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

○
料
金
・
講
習
時
間

　

更
新    

９
千
円　

  

１
時
間

　

失
効　

１
万
５
千
円　

２
時
間
20 

分

（
送
料
・
写
真
代
を
含
む
）

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
視
力
検
査
も
実
施
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

平成 27 年 国勢調査実施本部を設置
　町では、本年 10 月 1 日実施の国勢調査に向けて、６月

１日、実施本部（本部長・石塚政廣副町長）を設置しました。

　調査は、全世帯を対象に５年ごとに実施されており、今

回が２０回目となります。

　今回の調査から、インターネット（パソコンやスマート

フォン）からも回答できる「オンライン調査」が導入され

ます。その後、インターネットによるオンライン回答がな

かった世帯に、これまでと同様、調査員が訪問し、書類を

配布・回収する調査が実施されます。今後、広報や防災行

政無線などでお知らせいたしますので、ご協力をお願いし

ます。

◎問い合わせ先　　　　　　
　役場企画財政課広報統計係

　☎（86）1134
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り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
募
集

（
平
成
27
年
８・９
月
採
用
）

○
受
付
期
間

　

平
成
27
年
7
月
3
日
（
金
）
ま
で

○
募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

九
州
管
内　

陸
40
、
海
15
、
空
30
人

○
募
集
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
入
隊
月

一
日
現
在
）

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
３
月
31
日
に

改
正
・
公
布
さ
れ
、
4
月
１
日
か

ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、
恩
給

法
に
基
づ
く
公
務
扶
助
料
な
ど
の

受
給
権
者
を
有
す
る
か
た
が
い
な

い
者

○
支
給
額

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

　

※
な
お
、
最
初
の
支
払
開
始
時

期
は
、
平
成
28
年
４
月
15
日
と
な

○
試
験
日
・
会
場

　

平
成
27
年
7
月
11
日
（
土
）

　

国
分
駐
屯
地
・
奄
美
大
島
支
庁

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

長
崎
税
関
で
は
、
皆
様
か
ら
の

「
密
輸
に
関
す
る
情
報
」
の
提
供

を
常
時
お
願
い
し
て
お
り
、
密
輸

摘
発
の
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
〝
不
審
な
話
し
〟
や
〝
う
わ
さ
〟

を
耳
に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
税
関
へ

一
報
願
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.custom
s.go.jp/nagasaki

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
４
６
１
）
９
６
１

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
と

非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
に
つ

い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

い
う
国
民
運
動
で
す
。
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

交通安全作戦

ゃがいもとあおさが一役じ
　5月 6日、指江庁舎駐車場で恒例の「ジャガイモ作
戦」が展開されました。
　この日は、阿久根地区交通安全協会長島西支部や長
島ライオンズクラブが中心となって、国道 389 号を
通りかかるドライバーに " 蒸かしじゃがいも” を配布
し、交通事故防止を呼びかけました。
　5月 11 日には、赤崎橋パーキングパークで、同協
会東支部が「あおさ作戦」を実施し、ドライバーたち
にアオサを手渡すなど、交通マナーの普及を呼びかけ
ました。

第４回じゃがいも祭り

島の旬を体験長
　５月３日、サンセットの丘会場で、第４回じゃがい
も祭りが開催されました。
　オープニングセレモニー終了後のじゃがいもの無料
配布では長蛇の列ができ、準備していた約 2.2 トンの
じゃがいもは瞬く間になくなりました。
　会場内の各園では、じゃがいもの掘り取り体験が行
われ、水俣市から来た山内さん家族は「去年も掘り取
り体験に参加した。今年は先着順と聞いたので、8時
30 分には来ました。掘り取りが楽しみ」と笑顔を見
せました。

↑大きいじゃがいもが取れて喜ぶ参加者

↑蒸かしじゃがいもを配り安全運転を呼びかける

第５回ちびっこフェスティバル

どもの日を楽しむ子
　5月5日、町文化ホール周辺で、「ちびっこフェスティ
バル」が開かれました。
　オープン前から多くの家族連れが訪れ、子どもたち
は、金魚すくいやお菓子引き、スーパーボールすくい
などを楽しんでいました。
　このほか、会場では、人気のゲーム機が当たる抽選
会も行われ、多くの家族連れが「子どもの日」を満喫
した一日となりました。

↑金魚すくいを楽しむ子どもたち
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平成 26年度南日歌壇賞受賞

島を文芸の面でもＰＲ長
　平成 26 年度の南日歌壇で、年度賞となる南日歌壇
賞を竹之内重信さん（蔵之元）が受賞しました。
　平成 12 年度以来 2度目の受賞となった竹之内さん
は「南日歌壇に投稿し、選ばれると、名前だけでなく
出身地の “長島” も表記される。文芸の面でも “長島”
をＰＲできてうれしい。それを励みにこれからも投稿
していきたい」と話しました。

受賞作品
「公衆電話で十円玉の落ちる音昨夜の夢の母への電話」

ふるさと納税返礼品発送
るさとの香りを届けますふ

　５月 7日、平成 27 年度ふるさと納税返礼品の第１
弾が発送されました。
　平成 26 年度は、述べ 2,426 人から約 1,600 万円の
寄付金をいただいたふるさと納税ですが、本年度は 5
月末日現在で、2,372 件、約 1,270 万円の寄附をいた
だいています。
　この日は、旬を迎えた赤土じゃがいも 405 箱を、
ＪＡ長島事業所バレイショ選果場から発送しました。

↑トラックに積み込まれる赤土じゃがいも

「暮らしの便利帳」共同発行協定調印式

民の皆さんに役立つ一冊に町
　5月 26 日、町と株式会社サイネックス（大阪市中
央区）との「暮らしの便利帳」共同発行に係る協定調
印式が行われました。
　「暮らしの便利帳」には、従来の行政情報に加え、
医療機関や地域の情報、事業者の広告などが掲載され
ます。塩野勝取締役常務執行役員は「長島町の最新情
報を満載した実用性の高い町民の皆さんにとって字引
となるような便利帳を作りたい」と話しました。
　この便利帳は、官民協働事業により、事業所等の広
告掲載費で賄われ、町の負担はなく、発行部数 6,000
部、平成 27 年 10 月の発行を予定しています。

↑協定書を手にする町長と塩野取締役常務執行役員

↑受賞した竹之内重信さん
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,996 (　-2)

平成 27 年 5 月 31 日現在

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,310 (   +3)
5,686 (　-5)
  4,471(+18)

　

町
で
は
、
平
成
19
年
の
景
観
条
例
施
行

以
来
、
沿
道
花
壇
の
管
理
や
各
集
落
の
花

壇
等
景
観
形
成
を
図
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
の
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
第
５
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
の
閉
会
式
に
お
い
て
、
次
の
個
人
、

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
児
島
富
子　
　
　
　
（
汐　

見
）

　

・
石
橋
百
合
子　
　
　
（
川
床
下
）

　

・
星
野
静
夫　
　
　
　
（
山　

中
）

　

・（
有
）
宮
脇
設
備　
　
（
塩　

追
）

　

・
小
畑
建
設
（
有
）　　
（
蔵
之
元
）

　

・
平
尾
中
学
校　
　
　
（
平　

尾
）

平
成
27
年
度
景
観
賞
受
賞

↑プライベートガーデン（星野静夫氏）

↑花壇と石積みのコラボ（( 有 ) 宮脇設備） ↑綺麗に管理された沿道の花壇（石橋百合子氏）
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▽
５
月
上
旬
の
夜
、
歯
み
が
き
を

し
な
が
ら
外
に
出
る
と
、
た
く
さ

ん
の
蛍
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
昨

年
よ
り
も
数
は
増
え
て
お
り
、
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
蛍
を
見
て
、
川
内
集
落
の

蛍
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
恥
ず
か

し
な
が
ら
、
川
内
の
蛍
は
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
撮
影
を
兼

ね
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
我
が
家
の

隣
の
川
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
蛍
が
乱
舞
し

て
お
り
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

　

写
真
は
、
予
想
ど
お
り
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

（
濵
田
将
尚
）

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
５
月
号
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

10
ペ
ー
ジ
２
行
目

（
誤
）
５
月
21
日
（
水
）

（
正
）
５
月
21
日
（
木
）

10
ペ
ー
ジ
訓
練
内
容

（
誤
）
カ
レ
ー
レ
イ
ス

（
正
）
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

14
ペ
ー
ジ
転
入
教
職
員
宣
誓
式

（
誤
）
川
床
中
学
校
に
赴
任
し
た

（
正
）
平
尾
中
学
校
に
赴
任
し
た

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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長
島
町
の
西
海
岸
で
は
、
平
成
20
年
ご

ろ
か
ら
磯
や
け
な
ど
に
よ
り
ヒ
ジ
キ
な
ど

の
海
藻
が
採
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
町
で
は
長
島
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
磯
や
け
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
町
単
独
事
業
と
し
て
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
が
、
現
在
は
国
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
ウ
ニ
な
ど
の
食
害
生
物

の
駆
除
、
ヒ
ジ
キ
や
ト
サ
カ
な
ど
の
母
藻

の
投
入
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

母
藻
と
な
る
ヒ
ジ
キ
は
種
苗
セ
ン
タ
ー
で

培
養
し
、
ロ
ー
プ
に
挟
み
込
ん
で
湾
内
へ

設
置
し
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
か
ら
７
年
目
の
現
在
、
設
置
し
て

い
た
ヒ
ジ
キ
が
成
長
し
、
自
然
に
胞
子
を

放
出
し
湾
内
の
岩
場
に
ヒ
ジ
キ
が
生
え
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
収
穫
を
せ
ず
、
来

年
さ
ら
に
ヒ
ジ
キ
が
大
量
に
生
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

↑順調に成長しているひじきの母藻（唐隈港）


